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以下の問に答えよ。
問1. 酸塩基反応に関する以下の問いに答えよ。
1) Ca （1.00×10−7程度） mol L−1のHCl水溶液中の[H3O+]（濃度）を求める計算過程を示せ。なお、水のイオン積はKwとする。

	
[H3O+] = 　　  　             （mol L－1）

	


2) Cb （1.00×10−4程度） mol L−1のCH3COONa水溶液中の[OH－]（濃度）を求める計算過程を示せ。なお酢酸の酸解離定数はKa, 水のイオン積はKwとする。

	
[OH－] =     　　  　         （mol L－1）

	


問2. 次に示す反応 4NO2 (g) + O2 (g) →　2 N2O5 (g) のある瞬間において、酸素分子が反応する速度は0.037 mol L−1 s−1であった。
1) N2O5が生成する速度を求めよ。
	∆[N2O5]/∆t 　　 　         （mol L－1 s－1）

	


2) NO2が反応する速度を求めよ。

	∆[NO2]/∆t           　   （mol L－1 s－1）

	


問3. エタンC2H6のメチルラジカルへの分解（ C2H6 (g) → 2CH3˙ (g) ）は一次反応であり、700℃における反応速度定数（k）は5.36×10－4 s－1である。なお、一次反応の積分型速度式はln[A]t－ln[A]0=－ktと表され、[A]0はC2H6の初濃度、[A]tはt秒後のC2H6の濃度である。この速度式から半減期t1/2を表す式を導き、上記条件における半減期を求めよ（ln2=0.693とする）。
	t1/2 =                         
                        （分）

	


問4. 次の燃焼熱のデータを用いて、メタノールCH3OH (l) の標準生成エンタルピーを求めよ。
a) CH3OH (l) + 3/2O2 (g) → CO2 (g) + 2H2O (l)  ΔH0反応 = −726 kJ mol－1

b) C（黒鉛） + O2 (g) → CO2 (g)  ΔH0生成 = −394 kJ mol－1
c) H2 (g) + 1/2O2 (g)→ H2O (l)  ΔH0生成 = −286 kJ mol－1

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  CH3OH (l) のΔH0生成                 （kJ mol－1）
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